
(19)日本国特許庁（JP） (12) 公開特許公報（Ａ） (11)特許出願公開番号

特開2003－164423
(P2003－164423A)

(43)公開日 平成15年6月10日(2003.6.10)

(51)Int.Cl7 識別記号 FI ﾃｰﾏｺｰﾄﾞ(参考)

   �A�6�1�B  1/04    362

   �H�0�4�N  5/225   

   � � � �   7/18    

   �A�6�1�B  1/04    362 J

   �H�0�4�N  5/225   C

   � � � �   7/18    M

�4�C�0�6�1

�5�C�0�2�2

�5�C�0�5�4

審査請求 未請求 請求項の数 2ＯＬ（全 6 数）

(21)出願番号 特願2001－364837(P2001－364837)

(22)出願日 平成13年11月29日(2001.11.29)

(71)出願人 000000376

オリンパス光学工業株式会社

東京都渋谷区幡ヶ谷2丁目43番2号

(72)発明者 佐々木 琢男

東京都渋谷区幡ヶ谷2丁目43番2号  オリン

パス光学工業株式会社内

(72)発明者 羽鳥 鶴夫

東京都渋谷区幡ヶ谷2丁目43番2号  オリン

パス光学工業株式会社内

(74)代理人 100076233

弁理士 伊藤 進

最終頁に続く

(54)【発明の名称】 電子内視鏡

(57)【要約】
【課題】  不要輻射ノイズ発生源である信号電線を効果
的にシールド被覆し、かつ、シールド被覆線を確実に接
地部位に接続導通され、不要輻射ノイズの放射と入射を
防止可能とする電子内視鏡が求められている。
【解決手段】  固体撮像素子７と、ビデオプロセッサ４
とをビデオコネクタ１２に設けた信号ケーブル１３で接
続し、この信号ケーブル１３を被覆する導電性チューブ
体１４と、コネクタ１２に内装された導電性シールド枠
１７と同電位に接続される電子内視鏡において、導電性
シールド枠１７に信号ケーブル１３が挿通可能な孔を形
成し、導電性チューブ体１４の軸に垂直な断面円と、導
電性シールド枠１７の孔とを密着させた電子内視鏡。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  固体撮像素子と、ビデオプロセッサに接
続可能なコネクタ部と、固体撮像素子とコネクタ部とを
連結する信号ケーブルと、信号ケーブルを被覆する導電
性チューブ体と、コネクタ部に内装された導電性シール
ド枠を有し、導電性チューブ体が導電性シールド枠と同
電位に接続される電子内視鏡において、
前記導電性シールド枠に信号ケーブルが挿通可能な孔を
形成し、前記導電性チューブ体の軸に垂直な断面円と、
前記導電性シールド枠の孔とを全周に亘り密着させたこ
とを特徴とする電子内視鏡。
【請求項２】  前記信号ケーブルが挿通可能で外周面に
テーパ部を形成し、前記導電シールド枠と同電位に接続
される第１の導電性円筒部材と、
第１の導電性円筒部材に接続可能で内周面にテーパ部を
形成した第２の導電性円筒部材と、
を有し、第１の導電性円筒部材と第２の導電性円筒部材
の各テーパ部間に導電性チューブ体の端部を嵌装したこ
とを特徴とする請求項１に記載の電子内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、電子内視鏡に内蔵
されている固体撮像素子を駆動制御系から外部に放射さ
れる不要輻射ノイズを低減化した電子内視鏡に関する。
【０００２】
【従来の技術】電子内視鏡システムは、一般に、先端に
固体撮像素子を配置した電子内視鏡と、この固体撮像素
子を駆動制御し、固体撮像素子で生成変換された映像信
号を取り込み、その映像信号を所定の画像信号処理を行
って画像表示信号を生成するビデオプロセッサと、この
ビデオプロセッサで生成された画像表示信号を基に画像
表示するモニタとからなっている。
【０００３】前記固体撮像素子と、前記固体撮像素子の
駆動制御や生成変換された映像信号の取り込み等の駆動
制御処理回路等を内蔵したビデオプロセッサとは、信号
ケーブルで接続されるようになっている。
【０００４】この電子内視鏡において、ビデオプロセッ
サに内蔵された固体撮像素子を駆動制御したり映像信号
処理を行う回路と固体撮像素子を接続するケーブル等か
ら外部に不要な輻射ノイズが放射されることがある。こ
の不要な輻射ノイズは、他の医療機器を始めとする各種
電子機器の動作を妨害し、誤動作の基になる。また、電
子内視鏡も外部からの不要輻射ノイズが混入すると誤動
作やモニタに表示される画像の鮮鋭度が低下する要因と
なり得る。
【０００５】このために、固体撮像素子と接続される信
号ケーブルや前記駆動制御処理回路から不要輻射ノイズ
が放射されたり、外部から混入しないように、各種のシ
ールド部材を用いたり、あるいはシールド構造とが用い
られている。
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【０００６】例えば、固体撮像素子を駆動する信号を伝
達する信号ケーブルは、信号線の外周に網状または撚り
合わされたシールド線で被覆されたシールド被覆信号ケ
ーブルが用いられ、そのシールド被覆線の端部は、電子
内視鏡内部の金属等の接地部位と同電位となるように導
電性部材で結線されている。
【０００７】このシールド被覆信号ケーブルのシールド
被覆線の接地部位との結線方法としては、例えば、特開
平８－２４３０７７号公報に示されるように、ジャンパ
ー線を介して半田等で結線されたり、あるいは、特開平
１１－３２６７８８号公報に示されるようにシールド被
覆線の端部を纏めて半田付けで接地部位に接続すること
が行われている。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】従来のシールド被覆信
号ケーブルのシールド被覆線を接地電位に接続する際
に、シールド被覆線の端部をジャンパー線を介して接地
部位に半田等で接続したり、あるいは、シールド被覆線
の端部を纏めて接地部位に半田等で接続すると、そのシ
ールド被覆線の端部において、シールド被覆線が信号線
を被覆しきれずに、その端部から不要輻射ノイズが放射
したり、あるいは外部からの不要輻射ノイズが入射され
る課題があった。
【０００９】本発明は、上述の問題点に鑑みなされたも
ので、不要輻射ノイズ発生源である信号電線を効果的に
シールド被覆し、かつ、シールド被覆線を確実に接地部
位に接続導通され、不要輻射ノイズの放射と入射を防止
可能とする電子内視鏡を提供することを目的としてい
る。
【００１０】
【課題を解決するための手段】本発明の電子内視鏡は、
固体撮像素子と、ビデオプロセッサに接続可能なコネク
タ部と、固体撮像素子とコネクタ部とを連結する信号ケ
ーブルと、信号ケーブルを被覆する導電性チューブ体
と、コネクタ部に内装された導電性シールド枠を有し、
導電性チューブ体が導電性シールド枠と同電位に接続さ
れる電子内視鏡において、前記導電性シールド枠に信号
ケーブルが挿通可能な孔を形成し、前記導電性チューブ
体の軸に垂直な断面円と、前記導電性シールド枠の孔と
を全周に亘り密着させたことを特徴としている。
【００１１】また、本発明の電子内視鏡は、前記信号ケ
ーブルが挿通可能で外周面にテーパ部を形成し、前記導
電シールド枠と同電位に接続される第１の導電性円筒部
材と、第１の導電性円筒部材に接続可能で内周面にテー
パ部を形成した第２の導電性円筒部材とを有し、第１の
導電性円筒部材と第２の導電性円筒部材の各テーパ部間
に導電性チューブ体の端部を嵌装したことを特徴として
いる。
【００１２】本発明の電子内視鏡は、導電性チューブ体
を信号ケーブルに被覆することで、固体撮像素子に信号
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を伝達する信号ケーブルから発生するノイズが遮蔽され
る。特に、ノイズ放射レベルの高いコネクタ部内におい
て、導電性シールド枠に導電性チューブが全周にわたり
隙間無く固着されることにより、ノイズが漏れずに遮蔽
される。また、導電性チューブを挟み込む強度を変える
ことで、導電性チューブ体端部の密着度が変化可能とな
る。
【００１３】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して本発明の実
施の形態について詳細に説明する。図１は本発明の一実
施の形態である電子内視鏡のコネクタケースの構成を示
す断面図、図２は図１に示したコネクタケースのＡ－Ａ
切断線から切断した断面図、図３は本発明に係る電子内
視鏡のコネクタケースの導電性チューブの嵌装状態を説
明する断面図、図４は本発明に係る電子内視鏡を用いた
電子内視鏡システムを説明する説明図である。
【００１４】最初に、図４を用いて電子内視鏡システム
の全体構成を説明する。電子内視鏡システム１は、電子
内視鏡２、光源装置３、ビデオプロセッサ４、およびモ
ニタ５から構成されている。
【００１５】電子内視鏡２は、体腔内や管状部に挿入す
る挿入部６と、この挿入部６の先端に観察対象部位を撮
像する固体撮像素子７が設けられている。前記挿入部６
の基端側には、操作部８が設けられている。この操作部
８は、前記挿入部６の先端側に設けられている湾曲部を
上下左右方向に湾曲操作する湾曲ノブや、挿入部６の内
部に設けられた送気送水チャンネルを用いて挿入部６の
先端に送気送水するノブや、挿入部６に設けられた鉗子
チャンネルを介して、観察部位の切除や検体採取等の鉗
子挿入口等が設けられている。また、操作部８には、ユ
ニバーサルコード９の基端が接続されている。
【００１６】前記固体撮像素子７には、信号ケーブル１
３が接続されており、この信号ケーブル１３は、導電性
チューブ体１４で被覆されている。この信号ケーブル１
３と導電性チューブ体１４は、前記固体撮像素子７から
挿入部６、ユニバーサルコード１０の内部へと配置され
ている。
【００１７】ユニバーサルコード１０の他端には、ライ
トガイドコネクタ１０が設けられている。このライトガ
イドコネクタ１０は、前記光源装置３に接続され、光源
装置３に内蔵されている光源ランプから出射された照明
光をライトガイドコネクタ１０、ユニバーサルコード
９、操作部８、挿入部６にかけて配設された図示してい
ないライトガイドによって導光されて、挿入部６の先端
から観察部位へ投射されるようになっている。
【００１８】前記ライトガイドコネクタ１１からは、ビ
デオケーブル１１が導出され、そのビデオケーブル１１
の終端には、前記ビデオプロセッサ４に接続されるビデ
オコネクタ１２が設けられている。
【００１９】前記ビデオプロセッサ４は、前記固体撮像
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素子７を駆動制御する機能と、前記固体撮像素子７で変
換生成された映像信号を取り込み、この映像信号の各種
補正処理やテレビ信号化処理等を行うと共に、モニタ５
に画像表示する表示画像信号を生成する等の機能を有し
ている。
【００２０】次に、前記ビデオコネクタ１２の内部構成
について、図１を用いて説明する。このビデオコネクタ
１２は、略矩形状の立方体で、その立方体の１側面から
は、前記ビデオプロセッサ４に設けられたコネクタ受け
に挿着される図示していない複数の平面状のコネクタ端
子が設けられ、このコネクタ端子と対向する側面から前
記ビデオケーブル１１が延出されている。
【００２１】前記ビデオコネクタ１２は、前記ビデオケ
ーブル１１の端部が接続され、かつ、前記ビデオプロセ
ッサ４のコネクタ受けに挿着される複数のコネクタ端子
を内蔵するコネクタケース２１と、このコネクタケース
２１から延出されるビデオケーブル１１の折れ止め２９
からなっている。
【００２２】前記コネクタケース２１は、立方矩形状
で、かつ、前記ビデオケーブル１１が接続される部分が
略円筒形状となっている。この円筒形状は、前記立方矩
形状の厚さよりも大きい直径を有している。
【００２３】このコネクタケース２１の内部には、前記
ビデオプロセッサ４のコネクタ受けに設けられた複数の
接点バネと弾性接触する図示していない複数の接片を設
けられた基板１５が配置されている。この基板１５は、
例えば、印刷配線技術を用いて、等間隔で複数の接点部
とその複数の接点部にそれぞれ接続される信号ケーブル
１１の接続ランドが形成されている。
【００２４】この基板１５の接地用接続ランドには、ス
テンレス部材等の導電性金属体で形成された接地板１６
の基端がビス３０で取り付け固定されている。この接地
板１６の他端は、図中下方向に略９０°折り曲げられて
おり、その折り曲げられた部分には、後述するテーパ軸
１８が嵌合される開口１６ａが設けられている。
【００２５】前記コネクタケース２１の内部の中空部内
面に沿って、前記基板１５と接地板１６を内包するよう
に、導電性金属部材で形成された導電シールド枠１７が
設けられている。この導電シールド枠１７の一側面に
は、前記接地板１６の開口１６ａと略同一位置に開口１
７ａが設けられている。
【００２６】この接地板１６の開口１６ａと導電シール
ド枠１７の開口１７ａには、導電性金属部材で形成さ
れ、先端にテーパ部分が加工されている円筒状のテーパ
軸１８の基端が嵌合され、このテーパ軸１８は、ナット
１９により前記接地板１６と導電シールド枠１７を挟持
するようになっている。
【００２７】つまり、前記接地板１６の開口１６ａとシ
ールド枠１７の開口１７ａがテーパ軸１８に挿着固定さ
れ、接地板１６は、テーパ軸１８と基板１５の接地接続
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ランドで固定されるようになっている。
【００２８】前記テーパ軸１８の先端のテーパ加工部分
の外周には、導電性金属部材で形成され、外径が円筒形
状で中空部内周面にテーパ部を有するテーパ環２０が螺
合されるようになっている。前記テーパ軸１８のテーパ
加工部分とテーパ環２０のテーパ部の勾配は略同一とな
るように形成されている。
【００２９】このテーパ軸１８のテーパ加工部分とテー
パ環２０のテーパ部との間には、前記ビデオケーブル１
１を構成する導電性チューブ体１４の端部が嵌合挟持さ
れるようになっている。このビデオケーブル１１の信号
ケーブル１３は、前記テーパ軸１８の中空部を挿通して
前記基板１５に設けられた信号ケーブル用の接続ラウン
ドに接続されるようになっている。
【００３０】前記接地板１６とシールド枠１７の端部、
テーパ軸１８、およびテーパ環２０を内包する前記コネ
クタケース２１の略円筒形状の外周部には、断面が略コ
の字状に形成されている。このコの字状に形成された内
側の円筒形状部の先端部分は、更に内側に段差が設けら
れて形成された支え筒３２が形成されており、この支え
筒３２の外周には、雄ネジが形成されている。
【００３１】この支え筒２４の外周には、接続環２４が
嵌合され、支え筒２４の雄ネジに螺合するナット２３で
前記接続環２４は、挟持固着されるようになっている。
【００３２】前記コネクタケース２１の略円筒形状部の
先端部分の外側の内周面と前記接続環２４の外周面とは
接しており、Ｏリング２５で水密的に接合されている。
【００３３】前記接続環２４の他端の内周には、ビデオ
ケーブル１１の口金２６が内装されており、この口金２
６は、抑えリング２７によって、前記接続環２４に固定
されている。この口金２６の外周面と接続環２４の内周
面との間には、Ｏリング２８が装着されて、水密接合さ
れている。
【００３４】この接続環２４の外側には、前記コネクタ
ケース２１の円筒形状部の直径と略同径の折れ止め２９
が滑らかに連接するように装着されている。
【００３５】次に、前記コネクタケース２１と接続環２
４の関係を切断線Ａ－Ａの断面である図２を用いて説明
する。コネクタケース２１の略円筒状部には、内周面２
１ｂに滑らかに連なり半月状をなした空洞２１ｃが上下
対称に設けてある。一方、接続環２４には、上下対称に
半円筒状の突起２４ａが設けており、前記空洞２１ｃの
内部に前記突起２４ａが内装されるようになっている。
この突起２４ａの厚さ寸法と突起２４ａが内装された後
の空洞２１ｃの空隙寸法は、略同一となるようになって
いる。
【００３６】次に、前記テーパ軸１８とテーパ環２０の
関係を図３を用いて詳述すると、テーパ軸１８の先端側
の外周には、雄ネジ１８ａが形成され、この雄ネジ１８
ａの先端からテーパ軸１８の先端に向かって、テーパ部
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分１８ｂが形成されている。
【００３７】一方、テーパ環２０の内周面には、前記テ
ーパ軸１８の雄ネジ１８ａと螺合する雌ネジ２０ａと、
前記テーパ軸１８のテーパ部分１８ｂと同一勾配のテー
パ部２０ｂが形成されている。
【００３８】このように形成された前記テーパ軸１８の
テーパ部分１８ｂの外周面に前記ビデオケーブル１１の
導電性チューブ体１４を挿着した後、前記テーパ環２０
を螺合させると、前記導電性チューブ体１４は、前記テ
ーパ軸１８のテーパ部分１８ｂとテーパ環２０のテーパ
部２０ｂとの間に挟持されるようになる。
【００３９】これにより、前記テーパ軸１８とテーパ環
２０は、導電部材で形成されているために、前記導電性
チューブ体１４と電気的に導電状態となる。
【００４０】このような構成のビデオコネクタ１２を用
いると、前記ビデオケーブル１１の導電性チューブ体１
４は、前記テーパ軸１８とテーパ環２０で電気的に同電
位に接続され、かつ、テーパ軸１８は、接地板１６とシ
ールド枠１７とナット１９で固着され、かつ、電気的に
同電位に接続される。更に、前記接地板１６は、前記基
板１５の接地用接続ランドに接続され、この基板１５の
接地用接続ランドは、ビデオプロセッサ４の接地電位に
接続され、かつ、前記接地板１６と基板１５は、シール
ド枠１７で内包される。
【００４１】これにより、前記ビデオケーブル１１の導
電性チューブ体１４と接地板１６との接続箇所から不要
輻射ノイズが仮に投射されても、前記シールド枠１７で
遮蔽されて、ビデオコネクタ１２の外部への放射が防止
できる。
【００４２】また、ビデオコネクタ１２のコネクタケー
ス２１は絶縁樹脂材により形成し、ビデオケーブル１１
の折れ止め２９との接合のために、前記コネクタケース
２１に空洞２１ｃを設け、この空洞２１ｃの近傍の肉厚
をほぼ均一に形成し、この空洞２１ｃに接続環２４の突
起２４ａを嵌装させると、上下の空洞２１ｃ間の距離と
上下の突起２４ａ間の距離とが等しいため、空洞２１ｃ
の平面部２１ｄに突起２４ａの平面部２４ｂが常に密着
し、コネクタケース２１通り止め２９が強固に嵌合装着
できる。
【００４３】［付記］以上詳述した本発明の実施形態に
よれば、以下のごとき構成を得ることができる。
【００４４】（付記１）  固体撮像素子と、ビデオプロ
セッサに接続可能なコネクタ部と、固体撮像素子とコネ
クタ部とを連結する信号ケーブルと、信号ケーブルを被
覆する導電性チューブ体と、コネクタ部に内装された導
電性シールド枠を有し、導電性チューブ体が導電性シー
ルド枠と同電位に接続される電子内視鏡において、前記
導電性シールド枠に信号ケーブルが挿通可能な孔を形成
し、前記導電性チューブ体の軸に垂直な断面円と、前記
導電性シールド枠の孔とを全周に亘り密着させたことを



(5) 特開２００３－１６４４２３

10

20

7
特徴とする電子内視鏡。
【００４５】（付記２）  前記信号ケーブルが挿通可能
で外周面にテーパ部を形成し、前記導電シールド枠と同
電位に接続される第１の導電性円筒部材と、第１の導電
性円筒部材に接続可能で内周面にテーパ部を形成した第
２の導電性円筒部材と、を有し、第１の導電性円筒部材
と第２の導電性円筒部材の各テーパ部間に導電性チュー
ブ体の端部を嵌装したことを特徴とする付記１に記載の
電子内視鏡。
【００４６】（付記３）  前記コネクタの信号ケーブル
接続端に一対の対向した半月状の空洞部と、前記信号ケ
ーブルの口金を固定設置する接続環の先端に一対の対向
した半月状の突起と、を備え、前記接続環の半月状の突
起を前記コネクタの半月状の空洞部に嵌合装着したこと
を特徴とする付記１に記載の電子内視鏡。
【００４７】
【発明の効果】本発明の電子内視鏡は、信号伝達する信
号ケーブルを導電性チューブ体で被覆し、この導電性チ
ューブ体の端部全周を導電性金属体で強固に挟み込むこ
とで、作業性を向上させると共にノイズ遮蔽レベルを高
め、不要輻射ノイズの放射または、外部からの入射が防
止できる効果を有している。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施の形態である電子内視鏡のコネ
クタケースの構成を示す断面図。 *
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*【図２】図１に示したコネクタケースのＡ－Ａ切断線か
ら切断した断面図。
【図３】本発明に係る電子内視鏡のコネクタケースの導
電性チューブ体の嵌装状態を説明する断面図。
【図４】本発明に係る電子内視鏡を用いた電子内視鏡シ
ステムを説明する説明図。
【符号の説明】
１…電子内視鏡システム
２…電子内視鏡
３…光源装置
４…ビデオプロセッサ
５…モニタ
１１…ビデオプロセッサ
１２…ビデオコネクタ
１３…信号ケーブル
１４…導電シールド体
１５…基板
１６…接地板
１７…シールド枠
１８…テーパ軸
１９…ナット
２０…テーパ環
２１…コネクタケース
２９…折れ止め

【図１】 【図２】

【図３】
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